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はじめに
ジャイナ教には「シュラー ヴァカ・アー チャー ラ文献(theSravakacaratexts)」
（1）
と呼ばれる文献群が残されており，それらには5つの小誓戒(anuvrata)とそれ
を補助する3つの徳戒(gunavrata),4つの学習戒(SikSavrata)を合わせた12の
誓戒を中心として，在家信者の行動規範が詳しく記されている。各誓戒に対し
（2）
ては,"aticara"と呼ばれる違反行為が規定されているが，それらには宗派，文
献ごとに相違が見られる。本稿では，学習戒に含まれ，節目の日に世間的な行
いを離れて断食を中心とした精進潔斎を行うく布薩〉の誓戒に焦点を当て，そ
の違反行為の特徴や宗派，文献ごとに見られる同異などを一次文献の記述に基
（］）
づいて明らかにする。
この分野の先行研究としては，これまでWilliams[1963]が最も信頼できる
（4）
ものとされてきたが，誤った記述も多く，また出版から50年以上が経過して
おり，新たに参照可能になった文献もあることから，見直すべき時期が来てい
る。本稿では，最初にく布薩〉の違反行為に関するWilliamS[1963]の所論を
確認し，それを一次文献と照らし合わせつつ，白衣派文献に見られる違反行為
（5）
を検討し，その後に乃r""//ms""a（以下,TAAS)と空衣派文献とに見られる
違反行為を検討する。
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1．〈布薩〉の違反行為と先行研究の所論
〈布薩〉には，誓戒(vrata)としてのものとl1階梯(pratima)としてのものと
があるが，違反行為は誓戒のみに規定されており，11階梯には規定されてい
（6）
ない。本稿では，このく布薩〉の違反行為を検討するが，まずは先行研究の所
（7）
論を確認しておきたい。Williams[1963]の要点は以下の2点にまとめられる。
(1)<布薩〉の違反行為のひとつに，白衣派の伝統的な分類（下記のくタイプ
（8）
A>)がある（以下,Williams説(1))｡(2)もうひとつの分け方に，空衣派と
Haribhadra(白衣派）のDhar〃αb加"(以下,DhB),Hemacandra(白衣派）の
胞gα麺s"a（以下,YS)が採用する分け方（下記のくタイプB>)がある（以下，
Williams説(2))｡
<タイプA
(タイプB>
(1)寝床を確認しない(apratilekhitaSayym),(2)排泄場所を確認しな
V,(apratilekhitasthandila),(3)寝床を拭い清めない(apramaijitasayya)!
(4)排泄場所を拭い清めない(apramaljitasthandila),(5)[<布薩〉を］
正しく守らない(samyagananupnlana)
(1)目視せず，拭い清めもせずに排泄する(apratyupekSitapramarjito-
tsarga),(2)目視せず‘拭い清めもせずに物を取ったり，置いたり
する(apratyupekSitapramaljitadananikSepa),(3)目視せず，拭い清めもせ
ずに敷物を敷く(apratyupekSitﾖprama,jitasamstara),(4)軽視(an5dara),
(5)失念(smrtyanupasthapana)
WilliamS[1963]はこの枠組みに基づき,SiddhasenaGaninをはじめとする学
僧の説を引きながら各項目を解説するが，いくつかの問題点がある。まず，
〈タイプA>に関しては，「白衣派の伝統的な分類」と述べるのみで典拠が提
示されておらず，さらには，伝統的でない分類はどうなっているのかが明らか
でない。〈タイプB>に関しても，実際には空衣派の分類と一致しない部分が
見られる，各項目の順序や内容に細かい出入りがあるにも関わらずそれに言及
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していない，多くの文献を参照していながらも，言及の仕方が恐意的であるな
どといった点を指摘することができる。
以下においてはこれらの点を克服すべ<,Williams[1963]の所論と一次文
献とを可能な限り照らし合わせて検討することにより，その不備を補い，必要
に応じて修正を加えていく。
2白衣派文献に見られる違反行為一くタイプA>の検討一
まずは，〈タイプA>を検討する。このタイプをWilliams[1963]では「白
衣派の伝統的な分類(onetraditionallySvetambara)」と呼ぶが，典拠は提示されて
いない。一般的に「白衣派の伝統的な」云々と言った場合，我々が想起するの
は白衣派聖典であろう。そこで，白衣派聖典の中でも，在家信者の行動規範を
論じたUv"sQgq""oにおけるく布薩〉の違反行為の分類を見ておきたい。
Uv"qgQ""oでは,(1)寝床としての敷物を確認しない，またはきちんと確認
しない，(2)寝床としての敷物を拭い清めない，またはきちんと拭い清めない，
(3)大小便をする地面を確認しない，またはきちんと確認しない，(4)大小便をす
る地面を拭い清めない，またはきちんと拭い清めない，（5）〈布薩〉を正しく守
（9）
らない，という5種類を挙げる。これらは大筋でくタイプ｡A>と一致するが，
列挙する順序や細かい表現は異なる｡<タイプA>を基準にすると，
Uv"qgq""oは(1)(3)(2)(4)(5)の順であり，また,[ん郎廼αmz:s'"oの「きちんと確
認しない(duppadilehiya)」と「きちんと拭い清めない(duppamajjiya)」という表
現がくタイプA>には欠けている。
一方,Williams説(1)では言及されていない白衣派のシュラー ヴァカ・アー チ
ャー ラ文献には，どのような分類が見られるだろうか。Mrv"Qc"ﾌrαえαrα"a（以
下,NPP)では,(1)確認することなしに敷物を広げる,(2)拭い清めることなし
に敷物を広げる，(3)確認することなしに排泄する，(4)拭い清めることなしに排
（10）
泄する，(5)正しく守らない，という5つを挙げる。これをくタイプA>と比べ
ると，順序は異なるものの項目は一致しているo[ん応αg"""oが(1)～(4)にお
いて"appadilehiya-"には"duppadilehiya-"を,"appamajjiya-"には|'duppamajjiya-
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を並列するのに対し,NPPはそれぞれ前者にしか言及しない点でもくタイプ．
A>に近い。NPPの注釈文献jvzrvqpqf"''α“'α"αw･"i(以下,NPPV)も同様の分
類を採用するが，著者YaSodevaは白衣派聖典の記述との整合性を図るために
（Ⅱ）
"duSpratyupekSa","duSpramaljita"を補うよう述べている。
その他の用例としては，励面vα“ﾌ呵方叩〃（以下,SrPr)に,(1)寝床，敷物を
確認しない，またはきちんと確認しない，(2)寝床，敷物を拭い清めない，また
はきちんと拭い清めない，(3)排泄場所を確認しない，またはきちんと確認しな
い，(4)排泄場所を拭い清めない，またはきちんと拭い清めない，(5)正しく守ら
（12）
ない，という分類が見られる。ただし，この記述では，〈タイプA>で寝床と
排泄場所の両方に関して述べられていた「確認していない，またはきちんと確
認していない」(appadiduppajilehiya)という限定要素が寝床に関してのみ用いられ
「拭い清めていない，またはきちんと拭い清めていない」(apamajjiyadupamajjiya)
という限定要素が排泄場所のみに用いられているようにも読める。その場合は
くタイプA>で2つに分けられていたものがそれぞれひとつにまとめられて合
計3つとなるが，ここではSγαvQk"""“"v""(以下,SrPrV)に従って5つと
解する。
しかしながら，島α‘ﾉﾋ"7Qdi"α”"a（以下,SrDK)の次のような用例は3つと解
するしかないように思われる。SrDKでは,<布薩〉の違反行為として,(1)"
物に関する行いを怠る，(2)排泄に関する行いを怠る，(3)食物を享受する，とい
（13）
う3つを挙げている。ここでも，〈タイプ｡A>で2つに分けられていたものが
それぞれひとつにまとめられており，（3)は「<布薩〉を正しく守らない」に相
当すると考えられる。ただし，注釈文献S『a｡上"Zα乱加α々 "α”腕（以下,SrDKV)
はそれを嫌ったのか，この3つを,(1)目で確認していない，またはきちんと確
認していない寝床と敷物に座ったりする，(2)塵払いなどで拭い清めていない，
またはきちんと拭い清めていない寝床と敷物に座ったりする，(3)排泄などの場
所を目で確認していない，またはきちんと確認しない，(4)排泄などの場所を塵
払いなどで拭い清めていない，またはきちんと拭い清めない。（5）〈布薩〉の規
（14）
定に反する，つまり正しく守らない，という5つと解する。
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3.TAASと空衣派文献に見られる違反行為-<タイプB>の検討
次に，〈タイプB>を検討する。このタイプは「空衣派とHaribhadra,
Hemacandraが採用するもの」で、「ZZJr"""/z"""αが導入して,Haribhadra,
Hemacandraが借用したもの」と述べられている通り，列挙する項目や順序が
最も近いのは、ﾍASの文言である。そこで，先にTAASとその注釈文献に見
られる違反行為について検討し，その後で空衣派文献の記述を見ていくことに
する。
3.1.TAASとその注釈文献に見られる違反行為
Williams説(2)が空衣派の違反行為の分類として提示するくタイプB>は，
（15）
､ﾍASの次のスートラに対応している。（下線は筆者によるもので，両派の間
で文言が異なる箇所)。
白衣派：
apraOﾉavekSitapramaljitotsargadZnanikSepasamstZropakramamnadaraSmrtyanupasdlapan5ni
空衣派：
apratyavekSitapramaljitotsargadanasamstaropakramananadarasmrtyanupasthanani
〈タイプ°B>の(2)に相当する部分が大きく異なり，白衣派では「取ること
（ｮdana)」に「置くこと(niksepa)」が並列されるが，空衣派では「取ること」
のみとなっている。その他にも，「敷物」の原語が白衣派では"samstara",空衣
派では"SalnStara''となっており，「失念」の原語が白衣派では"sml:tyanu-
pasthapana",空衣派では"smrtyanupasthana"となっている。以上を踏まえて
くタイプB>を見ると,(2)の原語として白衣派のTAASと対応する!$apratyu-
pekSitapramarjitadananikSepa''が挙げられており，これを空衣派の見解とするの
は厳密さに欠ける。
また,TAASに対しては両派で多くの注釈が著されたが，それらにおいても。
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TAASと同じ項目，順序が採用される。どちらの宗派の注釈文献も，その宗派
の最も古い注釈，すなわち，白衣派はUmasvati注（以下,T(U)),空衣派は
Pujyapada注（以下,T(P))の強い影響下にあり，基本的な解釈はそれらに忠実
である。その他に,Williams[1963]で述べられていないTAASの諸注釈に見
られる大きな解釈の相違としては,T(P),およびその影響下にあるAkalanka
注（以下,T(A)),Bhaskaranandin注（以下,T(Bh)),Vidyanandm注（以下｡T(V)),
Srutasagal･a注（以下T(S))が(4)の「軽視」を「必須行為に対する軽視(5vaSyakeSv
anadarah)」と解するのに対して、白衣派ではHaribhadra注（以下,T(H))が
「<布薩〉に対する軽視(anadarahpauSadhopavasamprati)」と述べている点を挙げ
ることができる。
3.2空衣派文献に見られる違反行為
次に，空衣派文献の分類とそれを採用しているとされる白衣派のHaribhadra,
Hemacandraの分類とを見ていく。まず，空衣派文献でくタイプB>と同じ項目，
（16）（17）
順序を採用するのは,Crrr""""(以下,cs),L"耐α"7""(以下,LS),Dﾙα〃,α‐
（18）（19）
Sαﾉ”g『α〃αj『ゐα極C〃a（以下,Sr(M)),Pmj"o"""""た面c"cz(以下．Sr(S))の4つ
に限られ，空衣派の代表的な見解と見なすことはできない（その他のタイプに
ついては後述)。また，これらもくタイプB>とは若干異なり，白衣派と空衣
派のTIﾍASの違いと同様，いずれの文献も,(2)は「物を取ること」のみで，
「置くこと」に言及しない。
(20)､(21)
方ー,Haribhadl･aのDhBとHemacandraのYSはWilliams[1963]の指摘通
り，同じ項目を同じ順序で列挙し，注釈文献Dﾙα'"7α〃""wwi(以下,DhBV)
と】bg"""αww/(以下,YSV)もこれに従う。DhBとDhBVでは,(2)が「物を
取ること」だけでなく，「置くこと」も並置され,YSは「物を取ること」だ
けを挙げるものの，自注のYSVで「置くこと」も暗示されているとしており，
ここでもTAASに見られる両派の違いとの一致が認められる。また，
Hemacandraは〔ﾉVグsaga血sワoの記述も引用しており，白衣派の伝統的な見解を
知っていたにもかかわらず，空衣派と共通するこのタイプを採用していたとい
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う点は興味深い。
3.3．その他の空衣派文献に見られる順序，内容の同異
空衣派のシュラーヴァカ・アーチャーラ文献でくタイプB>とほぼ一致する
のは『先に挙げた4つだけであり，空衣派文献の間でも順序や内容に細かい相
違が見られる。以下に，〈タイプB>を基準として，順序，内容の同異を一覧
表にしておく。
｜文献名 備考順序
DhR(22 (2X3X1X5X4)|(2)は「取ること（且dana)」のみ。
PASU(23j (2)は「取ること（且dana)」のみ。※DhRとほぼ同文(2X3XlX5X4)
YTC(24) (1)目視しないこと,(2)拭い清めないこと,(3)悪しき行いをす
ること，(4)悪しき考えを抱くこと，(5)必須行為を怠っている
ことの5つを挙げ，他の文献と大きく異なる。
RKI2s)RKT (2)は「取ること(grahana)」のみ。KATに引用される
??????????
Sr(A)(26ノ
グ
(2)は「取ること(ad5na)」のみ。目視のみで，拭い清めるこ
とには言及しない。（4)は「断食に対する軽視(upavise
anadarah)｣,(5)は「記憶の変動(smrtyasamavastha)」と表現
する。
『 （77｝
Sr(AD"' (4)を「記憶［の欠如］によ
により食事を摂ること」と
(2)は「取ること（豆drina)」のみ。
り食事を摂ること｣，(5)を「疑､
する。
(2)は「取ること（目da,,a)」のみ。
(lX2)(3X5X4）
Sr(PN)(28
Sr(B)(29)
(2I3NlX5I4）
「確認せずに(avTkSya)」とのみ述べて，拭い清めることに
言及しない。(2)が「ものを置くこと(vasmmocana)」となっ
ており，代わりに排泄への言及がない。
(2XlX3X4X5）
SDhA(30ノ (2)は「取ること（ｮdana)」のみ。(5)が「非集中(anai-
kagrya)」となっている！'）
(2X3XlX4X5）
SRS(32) (2)は「取ること（adana)」のみ。Sr(A)と同じくAmitagatiの
著作とされるが，違反行為の内容が異なる。
(lX2X3X5X4）
'今今I
HPUJノ (2)は「取ること(Eidana)」のみ。(5)が「非集中(anai-
kagrya)」となっている。また目視のみで，拭い清めること
には言及しない。
(1X2X3X5)(4)
101(78）
以上，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献におけるく布薩〉の違反行為を見
てきたが,(1)～(3)がく布薩〉に関する具体的な注意点であるのに対し,(4X5)は
く布薩〉の誓戒そのものに関わるものとなっている。他の誓戒の違反行為もす
べて5つで統一されており，この"5，'という点については，数合わせ的な面が
強い。また，本稿では検討することができなかったが，〈布薩〉の違反行為は，
（34）
密接な関連のあるサーマーイカ行のものをモデルとしている。
4．むすび
以下に，本稿における考察によって明らかになった点を簡潔にまとめておく‘
<タイプA>に近いのはNPPであり，白衣派聖典UV“αg"""oと完全には
一致しないため，これを白衣派の伝統説と呼ぶ点には再考の余地がある。
白衣派のシュラーヴァカ・アーチャーラ文献のSrPr,SrDKなどの記述も
い》応αg"""oと完全には一致しないが，それらの注釈文献はUV""gq""o
に合わせるような形で解釈している。
<布薩〉の違反行為に関するmASのスートラの伝承は白衣派と空衣派とで
若干異なっているが，空衣派‘およびHaribhadra,Hemacandraの分類とし
て挙げられているくタイプB>の文言は白衣派のTAASに対応しており，空
衣派の説として挙げるのは厳密さに欠ける。
白衣派と空衣派とのTAASの間に見られる「ものを置くこと(niksepa)」と
いう文言の有無に関する相違は、両派のシュラーヴァカ・アーチャーラ文献
の記述にも確認できる。
空衣派のシュラーヴァカ・アーチャーラ文献でもくタイプB>と項目，順序
がほぼ一致するのは4つに限られており，空衣派文献の記述も一様ではない。
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Solapn'･,1962.DhBHaribhadl-a:D"""α〃"",Bombay,1993.DhBVMmlicandra:
Dﾙαr"7αが"fh/w･"/→DhBDhRJayasena:Dﾙα『"，”α加鍬α『α(JTvar可aJainaGranthamﾖla
no24),Solap[ir,1974NPPDevagupta:Mw""加〕"kz"α"α,Bombay,viosam｡2045.
NPPVYasodeva:Ⅳα1ﾉα"αc加ﾌ”肋、"αw"J→NPPPAAGovinda:Pz"･""r/z"""飯sα"α
〃一
→SAS3PASUAmrtacandra:Pz"･"""/i"/cた伽ﾉ"""1ﾉα(SrrmadRaiacandraJaina
S5stram51ano.7),Agns,19"PPRaviSena:P""7"〃‘"a(BharatTyaJmnapTtha
MnItidev了JainaGral1tham目l目:SamskrtaGranthano,21),NewDelhi,2003．PRPUm且sv5tl：
P『α“"7""""k"α"α→T(U)BhDhUJinadeva:β〃αWadﾙ”"，叩α火,j〃応α極α〃yqyα"α
P一 戸一
→SAS3BhS(D)Devasena:P応ﾙ"αｶﾙ〃v“α"'9m加→SAS3BhS(V)Vamadeva:
Sα耐s〃ra6ﾙ、ﾉ“α"噌ﾉ割αﾙα→SAS3MPJinasena:M"ﾙ”"γグ"α→SAS1YTC
Somadeva:IfJj""/qkqcα"や〃(BharatXyaJfianaprthaMnrtidevlJamaGrantham副ﾖ:Samskrta
．；
Granthano28),Varal]as7,1964.YSHemacandra:lbg""s",Delhi,2001YSV
Hemacandra:lbg""/ﾉ．αw"］→YSRKSamantabhadra:R""αkqrα"ぬ”グ”極c〃α
(MinikacandraDigambaraJainaGranthamalano.24),Bombay,viosam｡1982RKT
Prabhｮcandra：Ra/"αkαγα"｡αj/･"vα極c”αr疏亙→RKRMSivakoti：R“"α耐グノ面
→SAS3RSKundakunda:RQ)ﾉα""|"",Indaur,1974.LSRaiamalla:Z,互赫α加ﾙ"面
(ManikacandraDigambaraJainaGralltham51511o､26),Bombay,vi｡sam｡1984･VC
Jatmsimhanandin:随'耐gacαγ"a(BharatavarSryaAnekantaVidvatPariSadno.24),Vgranasr,
1996SAS13F瓦vaA"c"msQ"fgmﾉ"vol.l(JTvaraiaJainaGranthamal5:HindrVibhaga
F-
no.27)Solapnr,1976．SASZS"vqk"c""α噸9mﾙqvol.2(JrvargiaJainaGranthamal5:
HindTVibhagano､28)Solapmr,1976SAS3S'･avqk"c"""α"?g『αﾙavol.3(JTvaraia.laina
Grantham訓包:HilldTVibhagano.29)SoI5pnr,2003.Sr(A)Amitagati:
グー グ
‘4"'"αgα"j/-"vαﾙグc""α→SASISr(AD)AbhradeVa:脾aro"o/α"α"グyαえ汀cグrα
→SAS3Sr(IJ)Umasvamin:U"msvロ"z銑、ﾉα緬c"J"α→SAS3Sr(G)GunabhnSana:
G側"αbﾙ"sα"αjγグvα極“γα→SASZSr(PN)Padmanandin:S'･同yα〃"c"qs"omjﾙｸﾞﾉ･a
99(80）
→SAS3Sr(PP)PUjyapada:SrrPZZ/y"""ﾉ･〃vak"cm'α→"S3Sr(B)
F一
Brahmanemidatta:D/7"Iwzopα"jqpi)ﾉ“αvα価“m1ﾉα""c"'α→SAS2Medh目vin：
Dﾙαr",“α",grah“勝互vα価c""α→認SZSr(V)Vasunandin:Jfrs""α"恥ﾉ･",ﾉα止面cグrα
(BharatryaJfianap汕aMnmdevTJainaGrantham訓ﾖ:PrakrtaGranthano3),VaranasT,1952
Sr<VS>吟αr""""vqk"c〃α→SAS3Sr(S)SakalakTrti:P『αj"o"αrα,f"･"vα嘘Cヴrα
→SASZSrDKDevendra:Sr"""加α〃"α,Bombay,vi｡sam｡2045.SrDKV
Devendra:jγグcWfQdj"α〃nﾉαw"］→SrDKSrPrUmasvati:S""k叩'可舟叩〃(Bharat､ya
J"napTthaMUrtidevTJainaGranthamili:PrZkrtaCranthano.8)2nded,NewDelhi,1999.
SrPrVHaribhadra：Sr‘vakaprα/〃αp〃W･がz→SrPrSDhAASadhara:
S題"mdﾙαr加面加汀α(Bh5ratTyaJmnaprthaMtirtidevTJaillaGranth3m引圃:SamskrtaGrantha
nO.47),VaranasT,2000.SRSAmitagati:S"6力"s"αγα伽asα碗doﾙα(JTvarajaJaina
Granthamal5:HindTVibhagano.31)Solapnr,1977．HPJmasena:"""Ivaﾉ"‘す叩"γα"α
(BharatTyaJfianaprthaMmtidevTJainaGranthamal3:SamskrtaGranthano.27),VRranasT,
1962．
本稿で使用したシュラーヴァカ・アーチャーラ文献の多くは入手困難なものばかり
であるが，都城工業高等専門学校の藤永伸先生，筑紫女学臣|大学の宇野智行先生のご
厚意によって参照させていただくことができた。ここに記してお二人に感謝申し上げ
たい｡
>王
(1)
(2)
（3）
(4)
(3）
この表現に関しては,Jaini[1979]p.161等を参照。
〈布薩〉の誓戒に関する規定には,aticara(テキストによってはatTcfira)と同様
に「違反」「逸脱」や「過失」「汚れ」等を意味するatikrama(T(V),Sr(S)),
d[iSana(Sr(AD)),dOSa(LS,Sr(S)),mala(SRS),vyatikrama(Sr(B),HP),
vyatilanghana(RK)などの語が見られる。他にも,｢[5つの違反行為］が,<布
薩〉を妨害する(vighnanti)｣(YTC).｢[5つの違反行為］を放棄すべきである
(jahyad)｣(SDhA)というように動詞で表現するものや,｢[<布薩>]を破壊する
(-ghna)｣(DhR)というように複合語の形で表現するものも見られる。
本槁ではプラークリット語のposahaに由来するサンスクリット語のproSadha,
poSadha,pauSadhaなどを，仏教語として定着している布薩との区別を図るために
く〉を付けてく布薩〉と表記する。シュラーヴァカ・アーチヤーラ文献における
く布薩〉の原語に関しては，堀田[2014]を参照。
その他の先行研究としては,Sogani[1967]の第4章Bhargava[1968]の第5
章のく布薩〉の規定に関する記述を参照。ただし，これらの研究で在家信者の行動
規範を扱う部分は限られている。
7ZJ"v"rrﾙas""αの本文は白衣派，空衣派の両派において伝承されてきたが，スー
トラ数や文言に若干の違いが見られる。本稿においてTAASと記した場合は，宗
派を特定することなしに酌"”γ/ﾙ“""αを指す。
（8J)98
（6）この違いは，誓戒としてのく布薩〉が純粋に在家信者の実践であるのに対して↑
11階梯としてのく布薩〉は半ば世俗を離れた状態で実践されるものであるという
点に起因する。また，誓戒としてのく布薩〉の違反行為に言及しない文献も見られ
るが，それらにはいくつかのタイプがあると考えられる。当然のことながら，
Sr(G),Sr(V)などのようにく布薩〉を誓戒に含めない文献は言及しない。MP,RS
のように12誓戒に言及しない文献なども同様であるが，これらはむしろ少数派に
属する。
その他のものでく布薩〉の違反行為に言及しない文献としては,US(12誓戒に
は言及するが，その内訳が記されていないため，〈布薩〉が含まれるのかどうかは
不明。〈布薩〉に相当するものは苦行(tapas)として言及されており，そこでは違
反行為に触れていない),KA,CP,CPT,Doha｡DVU,PAA,PP,PRP,BhDhU,
BhS(D),BhS(V),RM,VC.Sr(U),Sr(PP),Sr<VS>(これもまた12誓戒には言
及するが，その内訳が記されていないため，〈布薩〉が含まれるのかどうかは不明。
〈布薩〉に相当すると思われるものは言及されているが，そこでは違反行為に触れ
ていない）といったものを挙げることができる。〈布薩〉の違反行為に言及しない
これらの文献の共通点を見出すことは困難であるが，作品自体が比較的短い，もし
くは作品は大部であっても在家信者の行動規範に関する説明が簡潔なものが多いと
いう傾向が見られる。
(7)Williams[1963]pp.146-14Z
（8）原語も便宜的にWilliams[1963]に従うが，いかなる文献に基づくのかは提示さ
れていない。
(9)tayanantaramcanamposahovavasassasamanovasaenampamcaaiyarajaniyavvana
samayariyavva/tamjaha/appadilehiyaduppadilehiyasijjasamthareappamajjiyaduppa-
m4jiyasijjasamthgreappadilehiyaduppadilehiyauccarapmsavanabhnmTappamajjiyaduppama-
jjiyauccarapasavanabhnmTposahovavasassasammamananupalanaya/Uv""g"""ol.42
和訳に関しては，河崎[2003]p184を参照。注釈文献のUDVもこの分類に従う。
(10)samtharathamdile'viyaappadilehapamajjiedodo/sammamcaananupalanamaiyare
pamcavajjejja//NPP117
(11)apratyupekSapramaljitedvaudvavaticaraubhavataitigamyate,pratyupekSanam
pratyupekS目一cakSumilTkSanamnavidyatesayatratadapratyupekSamtaccapramarjitam
ca-vastraficaladinakrtapramaljanamapratyupekSapram51jitamtasminapratyupekSapra-
marjite,anenacaduSpratyupekSaduSpramaljite'pTtidraStavyam/NPPVonNPP117
(12)appadiduppadilehiyasijjasamtharayamvivajjﾘja/apamajjiyadupamajjiyataha
uccaraibhnmimca//tahacevayaUjullovihTiihaposahammivajjijja/sammamca
ananupalanamaharnTsusavvesu//SrPr323-324
q■ユ0
(13)samtharuccaravihTpamnyatahacevabhoyanibhoe/posahavihivivarTetaiesikkhavae
〃
nimde//SrDK29
(14)jayyayamsamstarakecacakSuSdapratyupekSitaduSpratyupekSiteupaveSanadikurvatah
prathamo'ticarahevamrajoharanadin5apram31jitaduSpramaljitedvitlyahevam
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uccaradibhnmmamapidv5vaticarau、atahprocyatetathaivabhavatyanabhoge-
anupayuktZyamsatyamityaticaracatuStayamtathapauSadhavidhiviparrtah-
poSadhavidheScaturvidhasyapiviparTtam-asamyakpalanamPah,yathakrtapauSadhasya
kSudadyartasyaPauSadhePmmeSvahsvarthamaharadiitthamitthamkariSyeityadi
dhyayatahpahcamo'ticarah,pathantaramva"bhoyanabhoi"ttibhQjane-ヨhﾖre
upalakSanatvaddehasatkarﾖdauabhogah-upabhogah,kadapauSadhampmmambhaviSyati
yenahambhokSyeitynditatparatetipaficamah/SrDKVonSrDK29、ある文献に違反行為
に関する記述がある場合，その注釈文献は基本的にその解釈に準じることが多いが
時にこのような現象が見られる。例えば。先に見たSrPrの場合も違反行為が3つ
であると読むこともできるが，注釈文献SrPrVは，明らかに5つと解している。
(15）当該スートラの番号は，白衣派では729,空衣派では7．34となる。
(16)proSadhopavasasyapaiic5ticarabhavanti-apratyavekSitripramaIjitotsargahapratyavekS-
」tapramarjitadanamapratyavekSitapramarjitasamstaropakramanamanadarah
smItyanupasthanamceti/CSp.247.
ノ、
(17)apratyavekSit5pramarjitotsargndanasamstaropakramananadarasmrtyanupasthanani//LS
58
(18)anavekSitapramaIjitotsargadanasamstarah/anadrtismrtyanupasthanetasyaticarakah//
P
Sr(M)479
(19)adrStamrStavyutsargadanasamstarananisyuh/proSadhe'nidarahproktastataS
〃
casmaranambhavet//Sr(S)19.67
(20)apratyupekSitapramaljitotsargadgnanikSepasamstaropakramananadarasmrtyanupasthapanani
／/DhB3,36
/、
(21)utsargadanasamstaraanavekSyaprarmjyaca/anadarahsmrtyanupasthapanamceti
l
Dosadhe//YS3.ll7
エ■
(22)anavekgitapramaIjitamidanamsamstarastathotsargah/smrtyanupasthanamanadaraSca
paficopav5saghnah//DhR16.5.6
(23)anavekSitapramaIjitamadanamsamstarastathotsargah/smrtyanupasthanamanadaraSca
pahcoDavHsasva//PASU192(=DhRl6.5.6)
ム ユ ノ
(24)anavekSapratilekhanaduSkamlarambhadunnanask諏訂h/ivaSyakaviratiyutaScaturthamete
vinigimanti//YTC40.756
(25)grahapavisargastarananyadrStamrStanyanadarasmarane/yatproSadhopavasavyatilan-
ghanaPaiicakamtadidam//RKllO
(26)jheyagatoPayogautsargadanasamstarakaviddhgh/uPavasemunimukhyairanadarah
〃
smrtVasamavasthah//Sr(A)7.12
●ゴ 、〆
(27)pram51janavinirmuktotsargadanaScasamstare/aharamsmrtiSalikabhyamupavasasya
l
dnsanam//Sr(AD)454
， ’
(28)adanamsamstarotsargaanavekSynpramarjyamca/smrtyanupasthapanampaficanadarah
prOSadhavrate//Sr(PN)3.320
(29)avYkSyagrahanamvastumocanastaranetatha/anadarasmrtipaficaproSadho'pi
（83)96
vvatikramah//Sr(B)4.141
(30)grahanastaranotsarganavekSapramaIjanan/anadaramanaikagryamapijahyadihavrate//
SDhA5､40
(31)LSでは，失念と非集中とが同義語とされる。syatsmrtyanupasthnnan'dnSanam
proSadhasyatat/anekagryamtadevasyallakSanadapilakSanam//LS5.210
(32)adrstam珂itotsargadanasamstarakakriyah/asmrtv5nadarallpaficaproSadhasyamalah
mat且h//SRS31．97
(33)anavekSyamalotsargadanasamstarasamkramah/syuhproSadhopavasasyate'naikagryam
anadarah"HP58.67
(34)Williams[1963]p.141
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